
△至
口

韓
国
木
街
学
会
と
の
交
流

二
〇
〇
七
年

一
月
、
韓
国
木
簡
学
会
が
設
立
さ
れ

（会
長
朱
甫
政
慶
北
大
学

荻
授
）、　
一
月

一
〇

。
一
一
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
、
「国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

韓
国
古
代
木
簡
と
古
代
東
ア
ジ
ア
世
界
の
文
化
交
流
」
が
開
催
さ
れ
た
。
私

た
ち
は
、
韓
国
木
簡
学
会
の
時
宜
を
得
た
設
立
を
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
ご
発
展
を
お
祈
り
し
た
い
と
思
う
。

日
本
の
木
簡
学
会
と
し
て
は
、
交
流
の
第

一
歩
に
ま
ず
会
誌

『木
簡
研

究
』
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

一
セ
ッ
ト
を
寄
贈
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
韓
国
木

簡
学
会
で
も
韓
国
国
内
の
出
土
文
字
資
料
を
整
理
、
報
告
す
る
学
術
誌

『出

土
文
字
資
料
研
究
』
（年
二
回
刊
行
）
を
刊
行
す
る
予
定
と
聞
く
。
会
誌
の
交

換
を
手
始
め
に
、
今
後
人
的
な
交
流
、
そ
し
て
研
究
交
流
を
実
現
し
て
い
き

た
い
と
思
う
。
幸
い
に
も
、
本
年
の
第
二
九
回
研
究
集
会
に
お
い
て
、
朱
甫

政
会
長
の
招
聘
が
実
現
し
、
テ
善
泰
総
務
理
事
と
と
も
に
参
加
さ
れ
る
見
通

し
と
な
っ
て
い
る
。

木
簡
学
会
で
は
、
今
後
韓
国
木
簡
学
会
と
積
極
的
に
交
流
を
進
め
、
東
ア

ジ
ア
木
簡
学
を
築
き
上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
る
の
で
、
会
員
の
み
な
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
協
力
、
そ
し
て
暖
か
い
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第

で
あ
る
。




